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2016年9月、金融庁から、金融仲介機能の発揮状況を客観的に評価できるよう多様な指標として、｢金融仲介機能のベンチマーク(以下、｢ベンチマーク｣とい
う。）」が公表されました。これらの指標を活用し、引き続き、地域のお客様のニーズにお応えするとともに、課題解決につながる本業支援、経営改善支援に積極
的に取組んでまいります。

金融仲介機能の発揮に向けた取り組みについて

金融仲介機能のベンチマーク（共通ベンチマーク）
１.取引先企業の経営改善や成長力の強化
当金庫がメインバンクとして取引を行っている企業のうち、経営指標の改
善や就業者数の増加が見られた先数（先数はグループベース）、及び、同先に
対する融資額の推移

2022年度
メイン先数 1,947先
メイン先の融資額 670億円
経営指標等が改善した先数 1,190�先
経営指標等が改善した先に係る３年
間の事業年度末の融資残高の推移

2022年度 2021年度 2020年度
479億円 448億円 404億円

金融仲介機能のベンチマーク（選択ベンチマーク）
１.地域へのコミットメント・地域企業とのリレーション
メイン取引先数の推移、及び、全取引先数に占める割合（先数単体ベース）

2022年度 2021年度 2020年度
メイン取引（融資残高1位）先数の推移 2,058先 1,954先 1,835先

全取引先数に占める割合　 75.5% 74.3% 73.1%

2.取引先企業の抜本的事業再生等による生産性の向上
（1）当金庫が貸付条件の変更を行っている中小企業の経営改善計画の進捗状況

条変総数 好調先 順調先 不調先
中小企業の条件変更先に係
る経営改善計画の進捗状況 101先 12先 56先 33先

２. 事業性評価に基づく融資等、担保・保証に過度に依存しない融資
（1）�中小企業向け融資のうち、信用保証協会保証付き融資額の割合及び
� 100％保証付き融資額の割合
中小向け融資残高① 保証協会付融資残高② 100％保証付融資残高③ ②／① ③／①
927億円 297億円 214億円 32.0% 23.1%

（2）経営者保証に関するガイドラインの活用先数、及び、全与信先数に占める割合
全与信先数① ガイドライン活用先数② ②／①
2,725先 752先 27.6%

3.迅速なサービスの提供等顧客ニーズに基づいたサービスの提供
運転資金に占める短期融資の割合

運転資金額① 短期融資額② ②／①
648億円 168億円 25.9%

4. 人材育成
取引先の本業支援に関連する研修等の実施回数、同研修等への参加者数、
及び同趣旨の取組みに資する資格取得者数�

研修実施回数 参加者数 資格取得者数
8回 173人 7人

（2）当金庫が関与した創業、第二創業の件数

創業件数 99先
第二創業件数 0先

（3）ライフステージ別の与信先数（先数単体ベース）、及び、融資額

区　分 全与信先 創業期 成長期 安定期 低迷期 再生期
与信先数 2,725先 324先 173先 1,931先 187先 110先
事業年度末
の融資残高　1,004億円 89億円 50億円 774億円 49億円 40億円

ＳＤＧｓの取り組み
愛知信用金庫は、基本方針に掲げる「中小企業金融を通じて日本経済の発展に貢献する」「顧客に対しては常に誠実を以て
奉仕し、地元産業の繁栄と共に栄える」「従業員の生活向上と福祉の増進を図る」を実現するために、国連が提唱する持続
可能な開発目標（ＳＤＧs）に取組み、これまで以上に社会的課題解決と地域の持続可能な社会の実現に努めて参ります。

③役職員の認知症サポーター登録
③献血の実施
③あいち認知症パートナー企業登

録
④地元中学生の職場体験の実施
④子供金融教室の開催
⑩行政と連携した「認知症の方に 

やさしいまちづくり」への参画
⑪高齢者見守り企業登録
⑪防犯CSR愛知部会に加入
⑪全営業店へのAEDの設置
⑪警察と連携した防犯講座の開催
⑪ボランティア活動への取り組み

⑤女性起業家に対するハンズオン
支援

⑤女性活躍の機会提供
⑤女性起業家支援団体との連携
⑧中小企業の健全な育成・発展の

為の金融支援
⑧働き方改革の推進（愛知労働局

との包括連携協定締結）
⑨あいしん経営者の会の開催
⑨ビジネスマッチング等の開催
⑨各種セミナーの開催
⑨「ソーシャルビジネスサポートあ

いち」への参画
⑨創業セミナーの開催
⑨創業支援融資の促進

⑦ペーパーレス化の促進
⑦ノー残業デーの実施
⑫環境配慮型製品の使用
⑬クールビズ・ウォームビズの実施
⑬自然災害に対する被災地支援
⑮リサイクル可能製品の使用
⑯マネロン・テロ資金供与対策の強

化
⑰信用金庫ネットワークを活用した 

課題解決に向けた取り組み




